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佐久間茂雄・宮坂勝彦 各会員

 ・6月12日　コマクサ保護支援（有志により根石岳にて）
 ・3月18日（火）2クラブ（岡谷RC・エコー RC）合同
　夜間例会 6時30分点鐘　場所：メモリー　
◆次年度幹事報告
 ・3月10日 11：00　第1回理事会開催

《国際奉仕委員会》
 ・ナマステ パトラ　90号　横山景星さんの記事紹介　
　P4 パル・ジャナタ高校訪問（理科室） P8日本語学校
　訪問

《公共イメージ向上委員会》
 ・ロータリーの友 3月号の紹介
　3月は水と衛生月間　
　P7 ～ 13 トイレが使えない恐怖
　P4 ～ 8　財団と命を守る防犯マニュアル

川岸小学校教諭　小原由紀夫様
■追悼　宮坂正博先生
この花の名前は・・・・・・」
いつも実物を見せて子どもたち
に教えてくださいました
故郷の野に咲く花の名前を子ど
もたちはたくさん覚え
屋外に出るたびに探していまし
た
優しく語りかける言葉に
聞き入る子どもたちの表情は真剣そのものでした
いつも、子どもの側にいて
優しく語りかける先生が子どもたちは大好きでした！

「師匠！」と慕う子どもも出てきたほどです
この実の名前は・・・・・・ヘクソカズラ
なぜ、そんな名前が付いたと思う？
郷土の歴史にも詳しく　郷土の自然にも詳しい
博学な先生の指し示す「師匠の杖」の先には・・・・
子どもたちの興味関心とともに「憧れ」が育っていきま
した
川岸の子どもたちが実際の自然から多くのことを学びま

　今日はひな祭りでありますが、朝から春の嵐といいま
すか強い風雨に見舞われております。春の大雪にならな
いことを祈りたいと思います。
　去る２月16日、「共に生きる・共に輝く・共生社会を
考える」をテーマに、当クラブの主管によるIMが開催
されました。性的マイノリティを自ら公表された橋本さ
んの講演、2840地区の本田パストガバナーによる「奉
仕の理念と扶助の精神」と題する会員セミナー共に感銘
をうける内容でありました。また、懇親会においてはマ
ジシャンとしての橋本さん「アキット」さんによるマジ
ックショーが行われ、プロのトークとテクニックに触れ
ることができました。マリオスタッフのIさんご協力の
下に、空中浮揚術？も。
　１年に以上にわたってご準備を頂きました、熊澤実行
委員長、小野幹事さんはじめ、実行委員会の皆様に感謝
と御礼を申し上げます。また、IM開催に当たり、高所
大所からご指導を賜りました山﨑ガバナー補佐に深謝申
し上げます。
　３月に入り会員各位の事業所におかれましては、新年
度へ向けた準備が始まっているかと拝察申し上げます。
アメリカ大統領の発言や振る舞いに大きく世界が反応し
たり、国内においては金利引き上げによる影響などなど
大きな経営課題も抱えているように感じます。
　35期岡谷エコーロータリークラブでは折返しを過ぎ
て、総括と申し送り課題の整理に着手しております。引
き続きのご協力をお願い致します。

◆ゲスト　岡谷市立川岸小学校教諭　小原由紀夫様

　　木村和彦・佐久間茂雄・山田昌義　各会員
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卓 話 『自然の玉手箱』  川岸小学校教諭 小原由紀夫様　担当：社会奉仕委員会

◆3月誕生日祝い

◆卓　話

◆3月結婚記念日祝い

◆委員会・同好会報告

◆会長挨拶

◆幹事報告



ラッキーナンバー・ニコニコＢＯＸ・出席報告

今週のプログラム

次週のプログラム

ズのように楽しく、答えられます。おかげで、たくさん
の植物の名前を覚えることができました。活動の最後に、
必ずその日に見てきた植物の名前を答える試験がありま
す。この試験は、何度でもうけられるので、楽しんで挑
戦することができます。こんなことから、僕は師匠を、
とても尊敬しています。だから活動中、僕はいつも師匠
の側を離れません。他の人から見ると、すごく仲のよい
二人に見えると思います。それだけ強い絆で結ばれてい
ると思っています。一番うれしかったのは、師匠が愛用
していた「伝説の杖」をいただいたことです。僕は「自
然の玉手箱」の活動の時、いつもこの杖を持って行きま
す。僕の大切な宝物になりました。「自然の玉手箱」は、
いつも貴重な体験をさせてくれるので、幸せだなと思い
ます。３年間の活動で、故郷のことを深く知ることがで
きて感謝しています。した

郷土の歴史遺産の存在と意義を理解し
川岸の素晴らしさを再認識しました
伝統文化を大切に子どもたちに伝え
伝統の継承と礼法のあり方を
伝えてくださいました
伝統の技術を子どもたちに伝えるため
ずくを出して厳しい表情の中にも
感じられる優しい思いやり
だから、子どもたちはみんな先生を尊敬して慕っていま
した
テストのドキドキの中でも子どもたちは嬉しそうでした
子どもたちに「師匠」と慕われどの子にも、分け隔てな
く
優しいまなざしを向け
あるときは厳しくでも、ユーモアを忘れず子どもに接す
る
宮坂先生、安らかに、お休みください。
自然の玉手箱の活動は先生の遺志を引き継いで続けてい
きます

■ 宮坂先生との出会い　 6年生 鮎澤快斗君
　３年間「自然の玉手箱」の活動をしてきて、一番心に
残ったのは、宮坂先生との出会いでした。それは、僕が
４年生の時の１回目の活動でした。化石採集に行ったと
きに、山に生えている珍しい草花の名前を教えてもらい
ました。それから、僕は自然に興味を持ち始めました。
いろいろな草花の名前を知っていて、宮坂先生はすごい
と思い、師匠と呼ぶことにしました。草花の名前もクイ

　　　　　　　　　　3月10日㈪  PM0:30 

マリオ／卓話・岡谷商工会議所会頭 小林睦巳会員

　　　　　　　　　　3月18日㈫  PM6:30 

メモリー／ 2クラブ合同夜間例会

▪ラッキー No.76　共田武生会員
▪ニコニコＢＯＸ　82,000円
▪出席報告　
　会員数 50名　出席  28名　欠席 22名
　出席率 57.1％　前々回訂正  67.3％

▪2/16 　IM出席報告
　会員数  50名　出席  41名　欠席  9名
　出席率  83.7％　前々回訂正  74％

▲ 12/14「自然の玉手箱」    会員が作成した縄文土器

▲  鮎澤快斗君


